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新しいモノ・コトを楽しく創る知財創造教育

未来を創る授業ガイド

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tizai

kyouiku/program/red/redirect_k_03.html

教材の提供

公開
無料
否
－

有

50分以内

292

小中高等学校の先生などを対象にした知財創造

教育を実践できる指導案、事例集。小学8教

科、中学6教科、高校11教科の指導案、事例を

紹介。

知財創造教育の

三つの柱

科目

など

講師派遣の可否・経費
教材・派遣等の費用目安

指導案の有無

時間

ページ数（冊子の場合）

フリーワード

備考

※1＜学習指導要領の目標＞

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの五つの領域

（以下この節において「五つの領域」という。）別に設定する目標の実現を目指した指導を通して，第１款の(1)及び(2)に示す資

質・能力を一体的に育成するとともに，その過程を通して，第１款の(3)に示す資質・能力を育成する。

(1) 聞くこと

ア日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を

聞き取り，話し手の意図を把握することができるようにする。

イ社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を

聞き取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。

(2) 読むこと

ア日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手

の意図を把握することができるようにする。

イ社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や

要点を目的に応じて捉えることができるようにする。

(3) 話すこと［やり取り］

ア日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，

情報や考え，気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。

イ社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを

基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝え合うことができるようにする。

(4) 話すこと［発表］

ア日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，

情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることができるようにする。

イ社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを

基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることができるようにする。

(5) 書くこと

ア日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，

情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。

イ社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを

基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。

（２）新しい創造をするた

めの

思考力、判断力、表現力等

を育成する

英語コミュニケーションⅠ

※１
○

（２）新しい創造をするた

めの

思考力、判断力、表現力等

を育成する

英語コミュニケーションⅡ

※２
○

※2＜学習指導要領の目標＞

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，五つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を通して，第１款の(1)及び(2)に示す

資質・能力を一体的に育成するとともに，その過程を通して，第１款の(3)に示す資質・能力を育成する。

(1) 聞くこと

ア日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を

聞き取り，話の展開や話し手の意図を把握することができるようにする。

イ社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を

聞き取り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉えることができるようにする。

(2) 読むこと

ア日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の

展開や書き手の意図を把握することができるようにする。

イ社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や

要点，詳細を目的に応じて捉えることができるようにする。

(3) 話すこと［やり取り］

ア日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。

イ社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを

基に，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝え合うことができるようにする。

(4) 話すこと［発表］

ア日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができるようにする。

イ社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを

基に，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができるようにする。

(5) 書くこと

ア日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。

イ社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを

基に，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えること

ができるようにする。
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